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公
明
選
挙
で
育
つ
明
る
い
郷
土

1
1月
５
日

か
ら
‥凵
月
3
0日
ま
で

公
明
選
挙
強
調
期
間
で
す

民
主
政
治
、
圸
方
自
治
の
健
全

な
発
達
は
、
選
挙
が
公

明
か
っ

適

正

に
行
な
わ
れ
て
こ
そ
達
成
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
選
挙

が
公

明
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
根
本

的
に
は
、
住
民
一
人

一
人

が
、

高

い
政
治
常
識
と
迴
挙
道
義
を
身

に

っ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
て
、

公

明
選
挙
運

動
の
ね
ら
い
も
、

結

局

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な「
人

づ

く

り
」

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

。

選
挙

を
明

る
く
正

し
く
す

る
の

は
常
日
頃
か
ら
で
、
殊
に
明

春
は

県
譲
会

議
員

や
町
議
会
議
員

の
逞

挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

町
や
県
の
湿
挙
は
、
私
た
ち
の

住
む
土
地

と
直
接
結
び
つ
い
た
選

挙
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
義
理
情
実

に
と
ら
わ
れ
や
す
い
と
。ご‥
え
ま
し

よ
う

。
こ
れ
で
は
正
し
い
選
挙
は

で
き
ま
せ

ん
。
明
る
い
住
み
よ
い

郷

土
を
つ
く

る
た
め
に
、
常
日
頃

か
ら
義
理
や
情
実
を
排
し
て
、
正

し

い
漂
挙
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。

国
見
町
公
明
選
挙
推
進
協

’議
会

（
国
見
町
澀
挙
管
理
．妻
員

会
）

選
挙
が
近
づ
く
と
…
…

い
ろ
い
ろ
な
事
前
運
動

の
鳥
が

と
ん
で
く
る
か
ら
気
を
つ
け
ま

し
よ
う

そ
れ
で
は
乗
れ
ま
↑序
ん

乍
前
連
動
は
み
ん
な
で
ふ
せ
ぎ

ま
し
よ

う
　
’

選
挙
法
を

守
り
ま
し
冫
つ

逞
挙
法

は
、
選
挙
運
動
に
つ
い

て
細
か
く
規
制

し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば

●
事
前
運
動
の
禁
止

●
戸
別
訪
問
の
禁
止

●
買
収
供
応
の
禁
止

ゆ
未
成
年
者
・
選
挙

権
の
停
止

さ

れ
て
い
る
者
の
湿
挙
運
動
の
禁

止
●
飲
食
物
提
供
の
禁
止

●
連
呼
行
為
の
禁
止

ｅ

ポ
ス
タ
ー
・
は
が
き
の
使
用
、

放
送
施
設
の
使
用
、
演
説
会
の

開
催
、
自
動
軍
拡
声
頡
の
使
用

選
挙
事
務
所
の
股
ご
崘

戡

な

ど
が
あ
り
ま
す

。

候
補
者
は
、
選
挙
法
に
違
反
し
て

運
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
た
え
ず
候
袖
者
の
運

動
を
注
意
し
ま
し

よ
う
。

町 の 財 政 国　見　町

このお知らせは「町 財政状況説明書公表に関する条例」 の規定に 站き、下記

のとお り公表いたします。

－ 、財政運営の方針につい て

常に健全財政の基調を曜持しなが ら積極的な 財源の確保に努め支出におい

ても極力冗費を節減して消費的 経費の 増加を抑制Ｌ．もっ て投資的事業 の

増大を図り、住民 各位の福祉 増進と行政 水準の維持向上に努め、明る廴･町

政の進展に寄りして参りたい と存じ ます。

二、36年度決算について

（1） 一般会計（単位千円 ）

歳入総　額90,665　　歳出総額　85.525
差引残高　　5.140

内財政調整積立金　　2 , 68
翌年度へ繰越し　　　2 .540

0 主要事業　県北中校舎増築200 坪7  , 003

公営住宅建設　　20戸6 7S0

O 決算内容を図表で分類すると右の通りです
（2） 特別会計（単位千 円）

Cf） 国民健康保険事業

歳入総額　23 , 585　　歳出総額　20 740

差引残高　　2,845

内備積立金　　　1 000

翌年度へ繰越し　1  , 845

朗　 上水道事業

歳入総額　9  , 711　　歳 出総額　9221

差引残額　　　490

翌年度へ繰越し　　490

口主要事業　 水道拡張工事　4 , 276

三、37年度予算について(  37.9.30現在）
川　 一般会計　　93 , 647

凹　 特別会計

(ｲ) 国 民健康保険事業　　23  , 455

(口) 上水道 事業　　　　　24  29

㈲　 育英 事業　　　　　　　　131

㈹　'都市計画土烟黽 成事業4  , 80

0 主要 今業　 災害 復旧 事業　　17 163

街道拡巾事業　　　　2  , 400

大 政集会所建設　　　1  , 413

大木戸巡査駐在所建設1 020

ポンプ(台 申含扛)２台購入960

H 渡線 鮪装工 事　　　　800

水.心拡 張エ･jf　　　　19 , 460

○一般会計 予算内容 を図表で分類する

と左のとおりです

四 、一 時 借 入金 の状 況　(  37 - 9.30現在）

な　　し

互ヽ積 立金について　(  37.9.30現在）

財政調愼横を金　　2 730 000 円

昭和３７年度水稲増收競技会成績表(グループ)

順　位

･汁１位

澎２位．．　Ｅ

崇
３位

－　－■
士４に

グルー
プ　名

塚野目
Ｂ　組

蔔　田
Λ　

組

高　城
Ａ　組

高　城Ｂ　組

グ ル ー プ 員 氏 名

高 橋 藤 吉 ・ 菊 地 善 作 ・ 菊 地

惣 一 ・ 菊 地 順 偉 ・ 高 橋 義 雄

■㎜･ --㎜㎜■■■･･ ㎜〃〃　 －　　　･･
安 藤 迪 ・ 安 藤 良 一 ・ 山 田 勝

衛 ・ 安 藤 留 作 ・ 安 藤 正 重

高 橋 一 美 ・ 八 島 健 一 ・ 長 谷 川

貞 男 ・ 後 藤 博 ・ 長 谷 川 益 Ｅ

佐 藤 止 三 郎 ・ 佐 藤 宏 ・ 志 村

謙 三 ・ 本 田 幸 一 ・ 八 島 藤 巾

平 均
反　収

11 .0りﾐ

10 3限

10 . 2俵

10.1 俵

平
均
一
〇
俵
の
金
字
塔
立
つ

高
橋
さ
ん
は
五
石
突
破

国
見
町
農
事
研
究
会
連
絡
協
議

会
で
は
昨
年
か
ら
「
み

ん
な
で
増

収
を
」

の
訛
じ
る
し
の
も
と
に
、

五
人
組
稲
作
増
収
競
技
会

を
催

し

て
来
た
が
、
こ
の
た
び
そ
の
坪
刈

成
績
が
わ
か
っ
た
。
尚
こ
れ
に
、

肥
培
管
理

や
育

成
調
査
の
た
め
の

記
録
に
よ
る
成
果

を
合
せ
て
審
査

決
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
の
順

位
に
は
若
干

の
変

更
が
あ
る
か
も

知
れ

な
い
。

特
に
個
　

刪
成
績
表
は
記
者
が

勝
手

に
作
っ
た
も
の
で
責
任
は
あ

く
ま
で
も
編
集
者
に
あ
る
こ
と
を

お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

個 人 別 成 績 表
.J.
罰fヽ/

1

2

3

/7

5

1/

7

8

9

10

11

12

13

14

1y

16

//

18

19

20

ﾉ/

22

〃

24

25

〃

隹　 所　 氏　　　 名

･･=　　- ㎜-･･-

塚 野 目　 高橋　 藤 吉

前　 田 １安 藤　　 進

r/　　　 安 藤　 良 一

高　 城　 高橋　 一 美

//　　　 八 島　 健 一

¶　　　
・

塚 野 目 ，菊 地　 善 作

前　 田 ： 朽 木　 勝 夫

泉 田 下　 阿 部　 啓 平

塚 野 目　 菊 地 惣 一

前　 田 １山 田　 勝 衛

塚 野 目 ・菊 地　 順 偉

大 枝 北　 佐 藤　 二文 男

藤　 田 ｌ 国 分　 次 男

泉 田 下 ・阿 部　 三 義

高　 城1 佐 藤 正 三 郎

藤　 田　 武 田　　 均

大 枝北　 佐 藤　 茂 男

藤　 田　 八 島　　 昌

前　 田　 安 藤　 留 作

高　 城 １佐 藤　 宏

1/　　 凵よ村　 謙 三

yy　　　 長 谷 川 貞夫

前　 田　 安 藤　 酉 夫

大 枝 北　 佐 藤　 英 治

高　 城　 後 藤　　 摶

'ﾉ　　　 木 田　 幸 一

品　　　 種

--　　 一一 一　一 一一

オ ォ ト リ

ト　 ヮ　 ダ゛

ﾉ/

1/

オ ォ ト リ

//

//

ト　 ヮ　 ダ

ォ オ ト リ

17

ﾉ/

セ キ ミ ノ リ

晨　 林　 ２１

ト　　 ヮ　　 ダ

ォ オ ト リ

七 キ ミ ノ リ

サ サ シ グ レ

オ オ ト リ

ト　　 ヮ　 ダ

オ オ ト リ

リ

ト　 ヮ　 ダ

yX

セ キ ミ ノ リ

オ オ ト リ

ト　 ヮ　 ダ

訌　 当

収　 入
--　－

5 , 039

4 , 714

4 , 545

4 , 545

4.519

4 , 519

4,468

4 , 455

4,364

4 , 351

4 , 338

4 , 312

4 , 286

4 , 260

4 , 260

4,208

4,208

4 , 156

4 , 143

4 , 130

4 ﾕ  30

4 , 078

4,078

4 , 052

4 , 000

4,000

農業の近代化を図る

大型機械はこうして導入

機械化センター生る

間
　

機

械

化

セ

ン

タ

ー

は

ど

こ

に

設

け

ら

れ

た

の

で

す

か

。

答
　

桑

折

地

区

農

業

改

良

普

及

所

に

設

け

ら

れ

ま

し

た

。

間
　

そ

こ

に

配

置

さ

れ

て

あ

る

譏

械

に

は

ど

ん

な

も

の

が

あ

り

ま

す

か

。

答
　

ホ

イ

ル

ト

ーフ

タ

タ

ー
　

一

台

ク

卩
Ｉ

ラ

ト

ラ

ク

タ

ー
　
　
一

ふ
口・

他

に

附

属

部

品

と

し

て

デ

ス

ク

プ

ラ

ウ
　
　
　
　
　

一

台

（

ロ

ー

プ

ラ

ウ
　
　
　
　
　

一

台

ロ

ー

タ

リ

ー
　
　
　
　
　
　

一

台

パ

デ

イ

（

ロ

ー
　
　
　
　
　

一

台

ト

レ

ー

ラ

ー
　
　
　
　
　
　

一

台

修

理

器

具
　

Ａ

セ

ッ

ト

間
　

そ

の

機

械

で

ど

ん

な

作

業

を

す

る

の

で

す

か

。

答
　

ま

ず

ホ

イ

ル

ト

ラ

ク

タ

ー

で

は

Ｉ

、

耕

杞

作

粟

２

、

隍

土

作

業

３

、

整

圸

作

業

４

、

運

搬

作

業

を

し

・ｔ

す

。
父

ク

ロ

ー

・
フ

ト

ラ

ク

ソ

ー

で

は

Ｉ

、

心

土

排

卵

哂

２

、

混

川

耕

昨

槊

３

、

深

川

作

で

４

、

隍

土

胼

地

即

豹

５

、

排

土

什

業

な

ど

か
。
行

と

い
’
、

父

晨

逧

の

整

陥

、

糾

地

整

理

、

耕

杞

、

抜

根

ｊ

。
’‐
ふ

最

・
も
９
:
力

か

鳬

齟

す

ろ

鬩

豌

で

す

、

問
　

人

咽

賎

馘

か

活

川

匚

だ

塲

ａ

の

効

果

は

大

体

ど

れ
ぐ

ら

卜

あ

り

Ｉ

す

か

。

跡
　

珀

械

に

よ

っ

て

違

う

の

で

す

が

、

泱

耕

に

よ

る

増

収

効

果

を

見

る

と

水

稲
　

五

〇

％

か

ら

二

八

％

陸

稲
　

三

〇

％

麦

類
　

三

二

％

馬

鈴

薯

二

五

％

か

ら

一

二

％

コ

ｙ

’
］
ヤ

ク
　

三

五

％

大
　
　
　

根
　

五

〇

％

間
　

ど

れ

ぐ

ら

い

の

作

業

能

力

が

あ

り

ま

す

か

。

答
　

糾

起

作

業

は

二

〇

セ

ｙ

千

か

ら

三

〇

セ

ン

チ

の

淤

さ

で

匸

反

歩

三

ｏ

分

か

ら

四

○

分

で

で

き

ま

す

ぃ

瞋

圸

は

一

反

歩

二

〇

分

か

ら

Ｅ

ｏ

分

、

抜

根

は

‐‐。

時

間

二

〇

〇

株

で

す

。

間
　

ト

ラ

ク

タ

ー

が

運

行

す

る

た

め

に

は

道

路

の

巾

は

ど

れ

ぐ

ら

い

必

要

で

す

か

。

笞
　

ホ

ｒ

ル

ト

ラ

ク

攵

‐

は

Ｉ

・

七

メ

ー

ト

ル

以

上

、

ク

ロ

ー

ブ

ト

ラ

ク

タ

ー

は

ニ

メ

ー

ト

小

以

上

で

す

。

凹
　

作

叢

し

て

も

ら

っ

た

と

き

の

料

金

は

い

く

ら

・
で

す

か

。

冐
　

形

坊

か

不

定

形

で

あ

っ

た

り

区

画

が

小

さ

い

と

き

は

、

基

本

料

金

の

他

に

割

増

Ｉ

が

べ

き

ま

す

が

大

に

次

の

と

お

り

で

す

。

限

拙

作

業

匸

吹

・朏

肖

り

九

〇

い

～

一

三

〇

〇

円

碎

七

穃

圸

一

り

’
脳

当

り

づ

ｕ

ｏ

～

四

ｏ

ｏ

円

抜

根

作

業
　

一

〇

分

間二

唇

凵

円

。
。。
・
‘
。μ

－一一ｗ
　

ｓ
　
　

丶

Ｉ
・
Ｊ

川

ｊ

ｆ

業
　

・

○

幼

出

三

回
‥
○

～

四

二

つ

円

川

㈹

胼

作

業

一

反

当

り

二

〇

〇

〇

～

二

五

〇

〇

円

瞳

土

整

地

作

業

匸

反

当

り

四

〇

〇

～

六

〇

〇

円

こ

の

料

金

は

福

島

県

条

令

で

告

示

さ

れ

た

も

の

で

郡

内

一

律

で

す

。

問
　

作

業

を

依

蛸

す

る

と

き

の

手

続

き

は

ど

う

す

る

の

で

す

か

。

答
　

部
落
の
農
業
改
良
推
進
員
に

申
出
れ
ば
よ
い
の
で
す

。
推
進

員

は
申
込
み
を
取
ま
と
め
（
原

則

と
し
て
一
部
落
五
反
歩
以
上

）
農
協

に
申
込
む
。
（
農
協
組

合

長
は
機
械
化
利
用

組
合
長
に

な
っ

て
い
る
）
組
合
長
か
ら
磯

械

セ
ン
タ
ー
に
申
込

む
と
、
膸

械
化

セ
ン
タ
ー
の
オ
ペ
レ
イ
タ

ー
（
運
転
手
）
が
現
地
調
査
を

し

て
圃
場
の
場
所
並
に
作
業
日

な

ど
確
認
決
定
し
て
作
業
に
λ

る
わ
け
で
す
。

問
　

料

金
の
支
払
い
は
。

答
　

機
械
化
セ

ン
タ
ー
か
ら
利
刷

組
合
長
を
経
由
請
求
し
ま
す
。

内

ご
不
明
の
点

は
役
場

、
農
協

叉

は
譜
及
員
に
お
た
ず
ね
の
ｈ

効
率
的
な
活
用
を
図
り

、
近
代

化
農
業
の
推
進
に
ご
精
励
下
さ

い
。
（
写
真
は
ホ
イ
ル
ト
ラ
ク

ク
ー
の
糾
杞
作
業
実
演

）

伊
達
県
事
務
所
農
業
改

良
隅
長

恨
本
重

左
工
門
氏
談

「
最
近

、
農
業
を
め
ぐ
ろ
諸
情
勢

は
誠

に
瀏
刻
化
し
て
ま
い
り
、
好

む
と
好
ま
ざ
る
と
か
に
か
わ
ら
ず

抜
本
的
な
転
換
を
迫
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
特
に
営
農

上
、
生
産
力
の

増
強

と
相
ま
っ
で
農
業
労
働
の
省

力
化

は
極
め
て
緊
急
を
要
す
ろ
課

題
で
お
り
ま
す
、
こ
れ
が
目
的
達

成
の
た
ふ
に
大
刈
。譏
陝
の
導
入

は

久
し
く
望
ま
れ
て
ま
卜
り
ま
し
た

が
、
率
に
町
長
さ
ん
初
め
関
係
機

関
の
方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
、
今

度
当
管
内
に
農
業
呎
陂
化
セ
ン
タ

ー
が
配
置
さ
れ
、
圸
喊
農
棠
振
興

に
寄
与
せ
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
誠

に
ょ
ろ
こ
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
譏
械
化
セ

ン
タ
ー
を
ご
理
解
戦
ぎ
、
大
い
に

ご
活
川
下

さ
る
よ
う
お
願

い
す
る

次
痢
で
あ
り
ま
す
。
」

○

ポ

ン

プ

百

よ

り

用

心

一

つ

…
…
…

焼

け

て

泣
ぐ

よ

り

笑

顔

で

用
．
心



おぢいさん　おばあさん

ど う ぞ お 元 気 で

大
木
戸
で
敬
老
会

大
木
戸
婦
人

会
（

会
長
八
島
ア

キ
さ
ん
）
で
は
、
去
る
十
月
二
十

八
日
（

日
）
小

学
校
講
堂
で
敬
老

会
を
開
い
た
。
午

前
十
時
か
ら
町

長
、
議
長
、
教
育
長
な
ど
の
祝
辞

に
っ
づ
ぎ
、
記

念
品
を
贈
り
、
会

員

の
ま
ご
こ

ろ
こ

め
た
赤
飯
の
昼

食

と
各
部
落
自

ま
ん
の
舞
踊
で
老

人

を
な
ぐ

さ
め
、
午

後
一
時
か
ら

は
五
月
劇
団

の
演
劇

で
秋
の
一
日

を
楽
し
ま
せ

た
。
七
十
才
以
上
の

老
人
百
二
十
人

に
案

内
状
を
出
し

た
が
出
席
者

は
八
十
人
に
達
す
る

盛
会

で
あ
っ

た
。
会
員

亀
五
十
余

名
出
席
し
、
接
待
や
余
興

に
ま
め

ま
め
し
く
働
い
た
。
部
落
婦
人
会

幹
部
の
一
人
に
感
想
を
聞

い
て
見

た
。

「
地
区

で
や
れ
ば
、
会
員
み

ん
な

で
出
て
、
こ
う
し
て
み

ん
な
楽

し
く
働
ら
く
こ
と
が
で
き

、
こ

れ
が
私
た
ち
の
大
き
な
勉
強
と

な
り

ま
す
。
町
で
や
る
の
も
よ

い
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
単
位
か

ら
五
名
と
か
十
名
し
か
出
ら
れ

な
い
の
で
す
。
あ
と
の
大
多
数

の
会
員

は
つ
ん
ぼ
さ
じ
き
に
お

か
れ
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

婦
人
会

の
事
業

と
し
て

の
敬
老

会
は
老
人
の
た
め
に
な

る
と
同

時
に
一
般
会
員

の
た
め

に
も
な

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

。
」
　
　
　
　

０

又
地
区

婦
人
会
幹
部

の
一
人
は
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
敬
老
会
の
よ
う
な
大
事
業
を
す

る
に
は
、
お
金
も

か
か

る
し
、

骨
折
り
も
た
い
へ
ん
で
す
。
そ

の
た
め
に
会
が
っ

か
れ
て
し
ま

っ
て
他
の
大
事
な
仕
事
が

お
そ

ま
っ
に
な
っ
て
は
困
り

ま
す
。

町
で
や
っ
て
い
た
だ
け
ば
そ
の

点
た
い
そ
う
助
か
り
ま
す
が
、

お
と
し
ょ
り
が
遠
路
出
席
な
さ

る
の
に
困
難
で
あ

る
と
か
、
多

く
の
会
員
が
参
加
で
き
た
い
こ

と
は
問
題
で
す
。
み
ん
な
の
協

力
さ
え
あ
れ
ば
大
し
た
苦
労
が

な
い
の
で
す
か
ら
、
両
方
や
っ

た
方
が
よ

い
で
な
い
で
し
ょ
う

か
。
」

（

写
真

は
余
興
を
楽
し
む
と
し

ょ
り
た
ち
）

20アール(2反)以上に区画整理を

南 方 村 の 土 地 改 良 を 視 る

わ
が
国
見

町
土
地
改
良

区
役
員
お
よ

び
町
経
済
課

長
土
木
主
任

ら
十
四
名
は

、
去
る
九
月

二
十
九
日
、

土
地
改
良
先

進
地
で
あ
る

宮
城
県
登
米

郡
南
万
村
の

土
地
改
良
事

業
り
状
況
を

視
察
し
た
。

以
下
そ
の
概

要
で
あ
る
。

南
方
村
は

そ
の
名
に
反

し
て
宮
城
県

の
北
部
に
位
し
、
珀

川
の
流
域

に
広
が
る
東
西
一
〇

キ
ロ
、
南

北

四
キ
ロ
、
耕
地
面
積
二
、
九
二

八
へ
タ
ー
ル
（
町
歩
）
と
い
う

大
農

村
で
あ
る
。
そ
の
中
水
田

面

積

二
、
一
四
四

ベ
ク
タ
ー
タ
ー

ル
を
保
有
し
わ
が
町
と
は
比
較

に
な
ら
ぬ
大
規
模

な
水
田
単
作

圸
で
あ
る
。
人

口
一
万
三
千
余

、
農

家
戸
数

『

五
六
六
戸
、

二
戸
当

り
平
均

丁

七
ハ

ヘ
ク

タ
ー
ル
（

登
米
郡

の
平
均
一
・

三
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
又
供
出
数

量
は
十
四
万
俵
（
伊
達
郡
七
町

で

十
万
俵

）
と
い
う
富
裕
村
で

あ
る
。

こ

の
辺

は
海
抜
四
・
二
五
メ

ー
ト
ル
と
い
う
低
地
で
、
北

上

川

お
よ
び
迫
川

の
氾
濫
に
よ
る

常
習
水
害
地
で
あ
る
。
し
か
も

腰
ま
で
没
す
る
温
地
田

の
た
め

こ
の
悪
条
件
を
と
り
除
こ
う
と

、
早
く
よ
り
土
地
改
良
事
業
を

計
画
し
、
昭
和
二
十
七
年
度

労

一

期
事
業

を
施
行
、
継
続
事
業

と
七
て
毎

年
施
行
中
で
あ
る
。

慚
一
段
階
と
し
て
先
ず
土
地

を
整
備
し
、
暗
渠
排
水
に
ょ
っ

て
湿
田
を
解
消
し
、
客

土
を
実

施
し
て
土
地
改
良
と
乾

田
化

を

図
っ
た
。
農
業
基
本

法
の
施

行

に
よ

る
近
代
化
農
業
構
造
改
善

に
と
も
な
い
、
従
来
の
一
反
歩

割
の
区
画
で
は
大
農
機

具
の
導

入
に
は
不
適
当
で
あ
る
こ

と
を

認
め
、
二
反
歩
以

上
に
整
備
替

え
を
す
る
計
画
で

あ
る
。
現
在

は
た
て
四
〇

間
よ
こ
一
五
間
の

二
反

歩
を
め
あ
て

と
し
て
い
る

が
、
将
来
は
四
反
以
上
に
し
た

い
と
の
こ
と
で
あ
・
る
。

渮
隣
接
四
町
一
ヶ
村
の
共
同

土

地
改
良
事
業
を
新
に
計
画
し

、
事
業
面
積
五
、
九
二
六
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
事
業

費
三
〇

億
…冂
（
県

。

営
二
叫
億
団
体
営
六
億
）
将

来

と

れ
を
国

営
移
管
の
運
動
展

開

中

と
の
こ
と
で
あ
る
。
国
営

事

業

の
場
合
ぼ

補
助
八
割
五
分
で

、
残

り
一
割
五
分
の
八
割
は
起

債

で
あ
る
。

三

十
七

年
度
よ
り

継
続
実
施

目
標１

、
暗
渠
排
水
全
耕
哇
の
七

〇
～

八
〇
％

２
、
客
土
　

五
〇
％

３
、
区
画
整
備
一
反
歩
割

を

二
反
歩
割

と
す

る

４

、
揚
水
設
備

５

、
用
排
水
路
工

以
上
の
よ
う
に
当
町
と
は
比
較

に
な
ら
ぬ
よ
う
な
大
規
模
で
あ

る
。
し
か
し
当
町
と
し
て
も
、

今
後
の
近
代
化
農
業
構
造
改
善

の
国
家
要
請

に
と
も
な
い
、
生

産
性
の
向

上
と
農
家
経
営

の
安

定
か
図

る
上

に
も
、
構
造
改
薺

の
基
盤
で
あ

る
耕
地
の
整
備

が

要
求
さ
れ

、
そ
し
て
棣
術

の
導

入
、
経
営
改
善
と
大
き
ぐ
転
回

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期

が
来
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の

で

、
そ
の
時
こ
そ
今
寞

の
研
修

視

察
の
意
義
を
生
か
し
、
農
家

各
位
の
要
望
に
こ
た
え

る
覚
悟

で

あ
る
。

（
国
見
町
土

地
改
良
区

）

▽
…
…

▽
…
…

ママさんあ りが どう

国見町優良児表彰

国
見
町
で
は
’、

本
月
二
日
午
前

十
時
か
ら
役
場
会

議
室
で
優
良
皃

の
表
彰
を
し
た
。
今
回

の
該
当
者

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
は
県
表
彰
　

○

は
保
健
所
表
彰

昭
和
三
十
五
年
度
後
半

期

氏
　
　

名
　

保
護

者
　

住
　

所

遠
藤
　

俊
彦
　

新
吉
　

光

明
寺

高
橋
　

真
二
　

和
雄
　

山

崎

平
野

光
両

光
男

山

崎

○
吉
田
　

絹
子
　

昭
一
　

森
山

赤
坂
　

裕
子
　

豊
治
　

内
谷

渡
辺
美
穂
子
　

亀
彦

’
宮
町

羽
根
善
弘
　

善
一
郎
　

錦
町

○
板
橋
由
美
子
　

二
男
　

並
柳

菅
野
　

京
子
　

義
夫
　

内
谷

○
斉
藤
孝
育
　

勇
五
郎
　

石
母
田

佐
藤
　

浩
信
　

茂
良
　

徳
江

昭
和
三
十
六
年
度
半

期

○
渋
谷
　

正
志
　

行
夫
　

光
明
寺

佐
藤
　

博
之
　

博
　
　

小
坂

○
岩
城
　

文
子
　

達
男
　

川
内

佐
藤
　

弘
道
　

光
雄
　

貝
田

秦
　
　

若
子
　

宏
　
　

大
町

梁
瀬
　

秀
夫
　

喜
彦
　

宮
町

佐
藤
　

義
紀
　

芳
夫
　

森
山

寺
島
　

友
子
　

新
逸
　

森
山

佐
藤
　

利
文
　

利

七
　

石
母
田

菊

地
　

正
紀
　

昭
平
　

石
母
田

○
氏
家
美
佐
子
　

一
　
　

小
坂

○
佐

藤
　

正
光
　

正
男
　

駅
前

八
巻
　

正
幸
　

俊
美
　

徳
江

神
成
　

仁
志
　

永
夫
　

泉
田

吉
田
　

俊
幸
　

進
　
　

山
崎

昭
和
三
十
六
年
後
半
期

○
鈴
木

和
夫
　

惆
三
郎
　

川

内

○
高
野
　

正

之
　

喜
平
　

鳥
取

佐
藤
　

健
一
　

志
朝
　

沢
田

佐
久
間
　

降
　

弘
　
　

太
町

○
岡
田

・
明
美
　

一
雄
　

貝
田

吉
田
栄
夫
　

新
三

郎
　

板
橋

○
大

映
　

絹
子
　

道
雄
　

石
母
田

○

二
瓶
　

洋
子
　

登
　
　

駅
前

吉
田
ル

リ
子
　

健
治
　

原
町

○
佐
藤
　

弘

臾
　

成
弘
　

森
山

○

小
林
　

順
子
　

栄
一
　

駅
前

○

渋
谷
　

浩
戻
　

裕
亮
　

光
明
寺

○

後
藤
　

洋

美
　

恒

男
　

宮
町

栗

の
特

産
地
視
察
記

－

名
人
兵
藤
氏
に
栗
つ
く
り
の
秘
訣
を
き
く
Ｉ

伊
達
郡
内
に
「
栗
」
の
特

産
圸

を
つ
く

る
た
め
、
郡
内
七
町
連
合

で
先
進
圸
の
視
察
を
行
っ
た
。

十
月

八
日
、
状
城
県
石
岡
市
の
五

万
騎

農
園
を
視

る
。
八
町
歩
の
圃

場
に
六
年
生

か
ら
十
二
年
生
の
栗

が
繁
茂

し
、
み

ご
と

に
実
っ
て
い

る
Ｏ

園
主
兵
藤

直
彦
氏
は
七
十
才

位
の
老
人
だ

が
、
若
い
と
き

か
ら

栗
の
研
究

を
し

、
こ
の
道

に
か
け

て
は
全
国

に
知

ら
れ
て
い

る
そ
う

で
あ
る
。
以

ド
わ
れ
わ
れ
の

た
め

に
説
明

さ
れ

た
要
占一
で
あ

る
。

栗

は
果
樹
で
は
な
く
林
木
で
あ

る
。
獣

に
た
と
え
れ
ば
豚
で
は
な

く
い
の
し
し
で
あ
る
。
い
の
し
し

に
豚

の
取
扱
い
を
す
れ

ば
失
敗
す

る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。ヽ
あ
ま
り

大
切

に
し
て
肥
料
を
多
く
や

る
と

失
敗
す

る
。
若
い
木
に
多
く
肥
料

を
や
り
す
ぎ
て
弱
く
育
ち
寿
命
が

短
い
。
よ
く
土

に
相
談
し
て
肥
料

を
や
る
こ
と
だ
。

ま
ず
自
然

の
条
件
に
僅
か
の
人

手
を
加
え
て
や

る
こ
と
だ
。
こ
こ

で
は
天

然
の
肥
料
が
不
足
す
る
十・

年
目
頃
か
ら
肥
料
を
多
く
や
る
こ

と
に
し
て
い
る
が
、
肥
沃
な
土
地

で
は
十
二
三
年
目
頃

か
ち
や
れ
ば

よ
い
。

病
気
に
は
胴
枯
れ

と
ネ
ｙ
ト
ー

ダ
が
あ
る
。
胴
枯
れ

は
木
が
弱
っ

た
と
き
に
発
生
し
、

ネ
マ
ト
ー
ダ

は
四
年
目
頃
か
ら
発

生
す

る
の
で

予

防
に
は
充
分
気
を
つ
け

る
必
要

が
あ
る
。

消
毒
は

ご
オ
の
出
る
前
と
八
月

に
そ
れ
ぞ
れ
一
回
づ
っ
行
な
え
ば

よ
い
。
実

は
落
ち
て
か
ら
拾

り
の

か
原
則

と
し
、
無
理
に
た
・
た
い
て

葉

夕
落
さ
ぬ
こ

と
。か
大
切
だ
。

二
間
四
ち

に
一
本
の
割
で
茴
付

げ
、
十
年

後
に
半
数

を
問
伐

す
る

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
か
予
定

し
て
お
く
こ
と
　

脳
付
け
に
は
良

い
品
櫺
シ
選
び
。
良

い
酊

膕
か
貊

え
乙
こ

こ
‘。ダ

こ
の
辺
は
筑
波
山
麓
で
火
山
灰

の
せ
き
地
に
お
り
、
苗
木
の
育

成

も

や
っ
て
い

る
。
改
良
品
種
と
し

て
丹
波

、
伊
味
、
筑
波
、
錦
秋

、

銀
鈴
、
利
平
、
大
和
、
山
口
等
を

仕
立
て
て
い

る
。
当
地
方
と
し
て

の
名
産

リ
ソ
ゴ
、
モ
モ
、

カ
キ
は

今
後

ま
す

ま
す
奨
励
す

る
も
の
で

あ
る
か

、
人
手
不
足
で
荒

し
て
お

く
土
地
や
山

畑
に
は
匹
冫

値
付
け

ら
れ
る
ご
と
を
す
す
め

る

。

胄
栗
栽
培
の
講
習
会

を
開
く
予

定
も
あ
る
の
で

奮
っ
で
受
歸
す
る

よ
う
希
望
す
る
。
又
植
付

に
当
っ

て
連
絡
あ
れ
ば
く
わ
し
卜
注

章
事

項
か
説
明
し
、
相
談
に
応
ず

る
こ

・と
に
な
っ
て
い
ろ
の
で
経
済
㈹

に

申
込
ま
れ
た
い
ｔ｛

経

済

課

｝

お

そ
ろ

し

い
交

通

事

故

十
月
二
十
八
日
午
後
二
時
、
上

野
原
の
国
道
で
起
っ

た
交
通
事
故

の
現
場
写
真
で

あ
る
。

仙
台
方
面
か
ら
走
っ
て
米
た
大

型

ト
ラ
ッ
ク
（

福
島
の
浦
住
運
輸

）
は
左
側
に
停

車
し
て
い
た
小
型

ト
ラ
ッ

ク
（
特

に
名
を
秘
す
）
を

避
け
て
右
側
に
出

た
と
こ
ろ
、
前

方

に
自

転
車
が
属

仟
へ
右
側
を
藤

田
方
面

に
向
っ
七
進

行
）
の
で

ブ

レ
ー
キ
を

か
け
た
。
折
悪
し
く
秋

雨

に
道
路
が
ぬ
れ
て
い
た
た
め
、

ト
ラ

ヅ
ク
は
ス
リ
ッ
プ
し
て
横
向

に
な
り
、
右
側
い
っ
ば
い
に
立
ち

ふ

さ
が
っ
た

、
そ
こ
へ
藤
田

方
面

か
ら
疾
走
し
て
き
た
（

イ

ヤ
ー
は

遠
慮
会
釈
な
く
ト
ラ
ッ
ク
の

ホ
デ

１
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
）
た
っ

た
そ

れ
だ
け
の
物

理
的
現

象
だ
が
、
そ

れ

に
付
随
す

る
生
理
学
的
現
象
が

。大
き

か
っ
た
の
で
あ

る
。
写
真
の

よ
う
に
も
の

の
み

ご
と
に
打
ち
ひ

し
が
れ
た
（

イ
ヤ

ー
に
は
、
昭
和

十
五
年
生
れ
の
運
ち
　

ん
の
他
に

も
う
三
人
の
青
壮
年
が
の
っ
て
い

た
が
、
何
れ
も
ひ

ん
死
の
重
傷
。

早
速
入
院
手
当
て
を
受
け
た
が
、

助
手
席
の
一
人

は
と
う
と
芍
夕
日

あ
の
世
へ
お
先
き

に
ご
め
ん
。

車
の
中
に
は
吾
妻
ス

カ
イ
ラ
イ
ン

の
名
・Ａ
の
や
笠
二
つ
、
空
に
た
っ

た
ウ
イ
Ｘ
キ
ー
大

び
ん
二
本
、
カ

メ
ラ
、
腕
時
計

、
果
物
、
そ
の
他

が
血
汐

に
そ
ま
っ
て
散
乱
し
て
い

た
。原

閃
は
何
か
、
言
わ
ず
と
知
れ

た
速
度
違

汐
、
徐
行
不
攬
行
、
前

方
不
注

意
…
…

書
き
忘

れ
た
が
、
自
転
車
で
右

側
を
歩
い
て
い
た
お
ぢ
い
さ
ん
も

ト
ラ
ッ

ク
の

ボ
デ
ー
で
突
き
と
ば

さ
れ
相
肖
の
軽
傷
を
受
け

た
。

か
じ
さ
ん
に

花
束
を
。

国
見
町
役
塲
り
用
務
員
佐
藤
清

吉
さ
ん
は
国
見
町
交
通
安
全
会
の

役
員
と
し

’
交
通

事
故
の
防
止

に

っ
と
め
、
特
に
渕

夕
の
登
退
校
時

に
は
役
場
前
の
十
字
路
に
立
っ
て

子
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般

者
の
交
通
指
導

に
当
っ
て
い
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で

た
び
た
び
新
聞

等

で
紹
介
さ
れ
、
表
彰
も
受
け
て
い

る
。
文
化

の
日
の
前
日
鴇
町
子

供

会
の
子
供
た
ち
は
、
こ
ず
か
い
を

出
し
合
っ
て
買
求
め
た
美
し
い
花

束
に
次

の
よ

り
な
感
謝
の
手

紙
を

添
え
て
贈
っ

た
。

役
場
のヽ
’お
じ

さ
ん
、
毎
朝
交
通

整
理
ご
苦
労
さ
ま
にで
す
。

雨

の
日
も
風
の
、日
も
、
わ
た
く

し
た
ち
か
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ

る
の
で
、
安

心
し
て
登
校
で
き

ま

す
。
ほ
ん
と
５
に
あ
り
が
と
う

ご

ざ
い
ま
す
。
感
謝
の
し
る
し
に
、

花

た
ば
を
お
贈
り
し
ま
す
。
こ
れ

は
み

ん
な
で
こ
ず
か
い
夕
出
し
合

っ

た
も
の
で
す
。

今
後
も
わ
た
く

し
た
ち
は
、
よ

く

お
じ
さ
ん
の
さ
Ｉ

ず
に
し
た
が

っ
て
い
き
ま
す
か
ら
、
よ
く
見
守

っ
て
下
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す

十
一
月
三
日
鶉
町
子
供
会
一
同

乾
田
直
播
で
十

俵
収
穫

森
江
野
農
協

で
は
省
力

少
機
械

化
の
研
究
の
た
め
、
農
業
改
良
普

及
所
、
町
役
場
の
協
力
を
受
け
て

、
水
田
の
直
播
栽

培
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
判
明
し
た

。
詳
し
い
耕
種
概
要
及
び
成
績
は

次
号
で
お
知
ら
せ
す

る
が
、
最
も

注
目
さ
れ
る
収
量

の
点
を
見
る
と

乾
田
直
播

の
場
合
反

収
三
石
九
七

五
（

約
十
俵
）
湛
水
直
播
で
’は
三

石
四
五
四
（
約
八
俵
半
）
と
い
う

好
成
績
で
あ
っ

た
。
爾
所
要
労
力

反

当
り
八
四

時
聞

、
八
時
聞
労
働

で
十
人
半
　

い
う
こ
と
に
な
る
。

編

集

後

記

鯛
川

隙
ぎ
の
節
に
な
り

ま
卜
だ

内
地
留

学
の
気
持
ち
で
や
れ

ば
お
金
以
外

に
も

た
く
さ

ん

の
収
纐
が
あ
る
は
ず
、
お
体

に
気
を
つ
け
て
お
働
き
下
さ

い
。

○
手
を
か
け
て
も
十
俵
、
手

を

は
ぶ
（
省
）
い
て
も
十
侫
、
技

術
の
面
に
も
経
営
の
面

に
も

ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地

あ
り

○
淞
も
と
れ
た
し
、
水
道
も

引

い
た
。
ミ

シ
ソ
、
電
気
洗
濯

譏
も
買
っ
た
し
、
台
所
改
善

も
や
っ
た
し
、
今
は
や
り

の

経
営
の
改
善
も
…
そ
れ
か
ら

…
姑
の
あ
た
ま
の
改
善
も
…

も
５
大
丈
夫
で
す
。
跛
は
す

ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い
ま
す
Ｏ

○
「
新
正
月
一
本
化

」
・：
そ
れ

は
昔
の
尢

の
が
た
り
、
今

は

農
家
も
週
休
制
、
ほ
ん
に
夢

の
よ
う
な
話

で
（

ス
は
も
う

動
き
出
し
て
い
ま
す
。
お
乗

り
お
く
れ
の
な
い
よ
う
に
。

Ｏ
一
〇
〇
円
会
費
で
飲
み
放

だ

い
の
忘
年
会
、
三
〇
〇
円
会

費
で
豪
華
な
。（

ス
旅
行
な
ど

お
と
ぎ
ば
な
し
の
国

の
こ
と

と
思
っ
た
ら
、
日
本
に
も
流

感
の
よ
う
に
時
々
は
や
っ
て

く

る
と
の
こ
と
。
　
　
　
　

゛

◇
達
青
団
歌
発
表
会

と
き
十
二

月
二
日
午
后
一

時

と
こ
ろ
藤
田
小
体
育
館

プ

ロ

グ

ラ

ム

田
　

団
歌
発
表

閇
　

「
そ
の
う
そ
ほ
ん
と
」

公
開

録
音

圓
　

歌
謡

大
会

○

町

づ

く

り

彗

人

づ

く

り

か

ら

…
…
…

人

づ

く
．り

は

正

し

ひ

話

し

あ

い

か

ら


	page1
	page2



